
先端課題研究11「『脱文脈化』を思考する」第15回ワークシヨップ(2012.5.30)

討議メモ (深澤)

1。 近代宗教経験論と脱文脈化の問題

・ 宗教経験論=近代宗教/宗教学の代表的宗教本質論→再帰的に宗教状況に

還流

・ 宗教経験論の推移→キリス ト教的経験論から普遍的経験論へ (cf.ベーメ、

アルノル ト、シユライアーマッハ∵、ジェイムズ)=脱文脈化 (=普遍化)

的展開
。90年代以降の近代宗教学批判→普遍主義的脱文脈化の所産としての宗教概

念や宗教経験概念への批判→これらの概念の「歴史化」「再文脈化」への強

い要請=宗教経験論の脱エピステモロジー化

・ 他方で、英米宗教哲学を中心に、なお宗教経験への普遍化的 。認識論的関

心は強い (但 し「哲学的神学」の流れは、キリスト教特殊な正当化の関心が

強い)。

。 また宗教思想や宗教哲学、 さらにニューエイジやスピリチュア リティなど

の思想運動では、なお普遍主義的宗教経験論は根強く残る。

2.拙論の位置

・ 80年代以来のいわゆる神秘主義論争 (疑似普遍神学としての近代神秘主義

論と普遍的体験コア論への批判、神秘体験の伝統依存性の強調)後の研究状

況という背景。
・ 体験/解釈三分法や、体験の現象性格・認識価値への拘梶に対する更なる

批判、としての系譜学的議論と、宗教経験への認識論的関心の分裂・対立

・ ひとつの回避案としての相対的なテクスト内差異 (記述性/解釈性)への

着目

・ 梁り||の見神報告とそれをめぐる言説状況の歴史的特異性
ε宗教経験の言語報告の意味するものへの関心

(・ 京都学派の牙城としての『宗教哲学研究』誌への掲載)

3。 なお残る問題群

・ 自己経験と一人称報告というものの性格  「私的言語」(WI■genttein)の 問

題 それでもテクストと読み手のネゴシエーションがある。



・ 「宗教経験の現象学」の成立可能性?「所与性の神話」の含意 経験め

現象性格 (志向対象、志向様式等)の特定人と誘うテクスト

・ authoritativeness(James)と いう問題  認識論的F「5題 (justiicttory b鶴 の間

題)と 同時に、実践的な関わり (報告者と聞き手/読み手との)が問われる
。系譜学や歴史論と認識論の媒介可能性 ?

・ 普遍主義的脱文脈化とは異なる脱文脈化の意味とは?「脱」の運動 ?
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今日における反基礎づけ主義者の先鋒ともいえるR・ ローティカメ20,ク フィンやセラ‐ズなど

の成果を集約しつつ目指したのは,内部空間における特権的表象の直認に実在と対応した真なる

知識の基礎づけを求めた近代認識論の解体であった。一人称的報告の訂正不可能性は形而上学的
というより社会的問題であること,直観とは「ある言語ゲームに慣れ親しんでいること以上でも

以下でもない」こと,前言語的意識といったものは,知識成立の因果的条件であってもその正当
化の根拠ではありえず,正当化はつねに全体論・肇合論的になされざるをえないこと,な どをめ

ぐるローティの論証は,ス ウィンバーンのみならず,今日の宗教哲学の認識論的傾向の喉元につ

きつけられた問いに外ならない。またローティの示す同じ問題には,も うひとつのアスペクトが

ある。「もし知識を,観念や言葉の持続的調整によって達成される論証的なものから,われわれが

突き動か誉れたり,言葉を奪われたままある光景に釘ブけにされたりする場合のような,何か不
可避のものに転換することができるならば,われわれはもはや,競合する観念や言葉,理論や語

彙の中からどれかを選択するという責任を負わずにすむであろう」00。 つまり認識論的基礎づけ

の志向は,討議的実践の責任の回避を動機 ともしうるとの指摘である。実際,宗教哲学が宗教を

可能な限り内容性を剥奪された知覚的事件に還元するとき,それは見方によってはいゎば宗教を

痩せ細ったものにするとともに,宗教が社会においてなすべき自己正当イビの実践を回避せしめる

と言えなくもないのである:
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